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浪江町 代掻きが重要
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各種夏野菜への土壌中の放射性セシウムの移行係数

・黒ボク土畑において2011年に栽培した夏作野菜15品目への放射性セシウム

の移行係数は、0.0004～0.0055である。

・野菜類への移行は全般的に少なく、特に果菜類の係数は低い傾向にある。
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（農研機構ホームページより抜粋）
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避難指示区域における26年度試験栽培
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苺の初出荷
23

「検査しています」

「安全です」

生産者の都合

産地表記

検査数値表記

消費者が選択でき

るようにしなけれ

ば信用されない
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除染で発⽣する⼤量の廃⼟（フレキシブルコンテナ）
24

農地除染により発⽣する⼤量の廃⼟
農地除染ばかりでなく、宅地除染、
森林除染でも⼤量の廃棄物が発⽣
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仮置き場に苦慮
25

減容化が必要

農地除染実証事業30ｈａ
↓

約23,000体のフレコンが発生
うち3,000袋が雑草残渣

↓
仮置き場の設置は困難を極める
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住⺠感情の理解、住⺠との距離感

とにかく話を聞く

わかりやすく、繰り返し説明、

理解が深まるまで説明

へこたれない

説明会は小さな括りから丁寧に

リスクは隠さない
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次世代への情報・技術の継承は我々の責務

先送りされる問題につ

いて、現状の把握、説

明は我々の責務。

将来、何かあったとき

に何も対応出来ないこ

とのないよう、将来を

⾒据えた研究開発こそ

望まれる。
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放射性物質拡散からこれまでの現状と直轄除染エリアの除染廃棄物処理と農業再⽣に向けて
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